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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

組
合
員
の
皆
様
、
関
係
各
位
の
皆
様
方
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

平
素
よ
り
本
土
地
改
良
区
の
業
務
運
営
並
び

に
各
種
事
業
の
推
進
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
記
録
的
な
高
温
少
雨
の
夏
に
見
舞

わ
れ
、
山
形
県
内
の
各
地
で
7
月
の
降
水
量

が
過
去
最
少
、
ま
た
平
均
気
温
が
過
去
最
高

を
記
録
す
る
異
常
気
象
と
な
り
ま
し
た
。
本

区
の
用
水
状
況
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
最
上

川
さ
み
だ
れ
大
堰
の
稼
働
に
よ
り
、
お
陰
様

で
草
薙
頭
首
工
か
ら
の
取
水
に
つ
い
て
計
画

取
水
量
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
国
土
交
通
省
酒
田
河
川
国
道
事
務
所

と
連
絡
を
密
に
取
り
合
い
な
が
ら
、
草
薙
頭

首
工
か
ら
満
量
取
水
確
保
出
来
る
よ
う
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
二
級
河
川

か
ら
の
取
水
に
つ
い
て
は
、
河
川
の
水
位
低

下
に
よ
り
取
水
に
苦
労
す
る
状
況
に
な
り
、

一
部
の
組
合
員
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
し
た
が
、
総
代
及
び
配
水
委
員

の
方
々
か
ら
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
無
事
に

か
ん
が
い
期
間
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
米
価
は
上
が
り
ま
し
た
が
、

肥
料
や
燃
料
費
等
の
農
業
資
材
の
価
格
高
騰
、

依
然
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
物
が
高
騰
す
る
中
、

組
合
員
の
皆
様
か
ら
は
賦
課
金
を
順
調
に
納

入
い
た
だ
き
完
納
と
な
り
ま
し
た
こ
と
に
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
ず
は
昨
年
の
米
価
が

一
過
性
の
も
の
に
な
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
も
組

合
員
が
安
心
し
て
営
農
が
継
続
で
き
る
米
価

が
続
い
て
欲
し
い
と
切
に
願
う
と
共
に
、
今

後
も
組
合
員
目
線
に
立
っ
た
運
営
に
努
め
て

参
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

一
昨
年
7
月
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
、
当
改

良
区
管
内
に
お
い
て
今
ま
で
に
な
い
被
害
が

あ
り
、
現
在
も
横
根
山
揚
水
機
場
の
復
旧
工

事
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
草
薙
頭
首

工
へ
の
管
理
道
路
の
陥
没
箇
所
は
現
在
河
川

護
岸
工
事
を
し
て
お
り
、
完
了
後
に
は
引
き

続
き
管
理
道
路
の
復
旧
工
事
を
す
る
予
定
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
関
係
組
合
員
の
皆
様
に

は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
す
が
、

何
卒
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

管
内
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
営
農

村
地
域
防
災
減
災
事
業
で
実
施
し
て
い
る
、

柳
沢
地
区
の
た
め
池
整
備
が
最
終
年
と
な
り

工
事
完
了
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
同
事
業
で

実
施
し
て
い
る
茨
野
地
区
で
は
、
茨
野
補
助

排
水
機
場
の
ポ
ン
プ
整
備
及
び
排
水
路
改
修

工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
泉
谷
地
地
区

及
び
山
谷
地
区
の
た
め
池
事
業
は
、
引
き
続

き
計
画
策
定
業
務
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

中
平
田
南
第
一
地
区
水
利
施
設
等
保
全
高
度

化
事
業
に
つ
い
て
は
、
工
事
着
工
と
な
り
整

地
工
、
管
排
水
路
工
、
地
下
か
ん
が
い
工
が

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
排
水
路
の
管

路
化
等
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
他
地
区
に
お

い
て
も
、
他
事
業
で
の
取
り
組
み
等
も
考
慮

し
な
が
ら
、
早
期
採
択
な
る
よ
う
に
県
の
方

へ
引
き
続
き
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

共
同
管
理
施
設
で
は
、
新
規
事
業
と
し
て

基
幹
水
利
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事

業
で
、
上
堰
第
一
揚
水
機
場
の
整
備
補
修
と

水
管
理
シ
ス
テ
ム
更
新
の
実
施
設
計
を
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
国
営
土
地
改
良
事
業
で
現
在
地
区
調

査
を
し
て
い
る
「
最
上
川
下
流
右
岸
二
期
地

区
」
は
、
早
期
採
択
に
向
け
最
上
川
下
流
右

岸
地
区
土
地
改
良
事
業
促
進
協
議
会
が
主
体

と
な
り
、
国
や
県
の
関
係
各
所
に
要
望
活
動

を
重
ね
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
老
朽
化
し
た

土
地
改
良
施
設
の
更
新
に
つ
い
て
は
、
農
家

負
担
を
い
く
ら
か
で
も
軽
減
出
来
る
よ
う
に
、

補
助
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
計
画
的
に
順
次

整
備
更
新
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
組
合
員
皆
様
方
の
ご
理
解
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
も
穏
や
か
で
稔
り
多
き
一

年
と
な
り
ま
す
と
と
も
に
、
組
合
員
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

小
野
寺

　
耕
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全
議
案
原
案
ど
お
り
可
決

　令和7年10月31日に山形テルサにて開催されま
した、第44回山形県土地改良大会の席上、佐藤隆
理事が山形県土地改良事業団体連合会長より、土
地改良事業功労者として表彰されました。
　佐藤理事は、平成27年から地元代表の総代、理
事に就任され、用排水調整委員会の委員長として
会をまとめ、管内全域の適正な水利調整に努めら
れ、今までの土地改良事業の発展にご尽力された
長年の功績に対し、このたびの受賞となりました。
今後、更なる活躍をご期待いたします。

国営農業水利事業東北協議会 令和7年度政策提案活動

佐藤　隆 理事　令和7年度 土地改良功労者表彰 受賞佐藤　隆 理事　令和7年度 土地改良功労者表彰 受賞

令
和
7
年
度

第
1
回
臨
時
総
代
会
開
催

　

令
和
7
年
8
月
22
日
㈮
午
後
3
時
よ
り
、
本
土

地
改
良
区
会
議
室
に
お
い
て
令
和
7
年
度
第
１
回

臨
時
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
代
39
名
の
う
ち
37
名
が
出
席
さ
れ
、
小
野
寺

理
事
長
挨
拶
の
あ
と
に
議
長
に
第
1
選
挙
区
選
出

報
告
第
1
号　

�

令
和
7
年
度
定
例
監
査
の
報
告
に

つ
い
て

総
認
第
1
号　

�

令
和
6
年
度
決
算
関
係
書
類
の
承

認
に
つ
い
て

総
議
第
1
号　

�

大
町
溝
土
地
改
良
区
定
款
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

総
議
第
2
号　

�

令
和
7
年
度
一
般
会
計
第
1
回
補

正
予
算
（
案
）

総
議
第
3
号　

�

令
和
7
年
度
最
上
川
下
流
右
岸
地

区
共
同
管
理
事
業
特
別
会
計
第
1

回
補
正
予
算
（
案
）

総
議
第
4
号　

付
帯
決
議
に
つ
い
て

議 

決 

事 

項

議長  小松原　正彦 総代

の
小
松
原
正
彦
総

代
が
選
任
さ
れ
、

上
程
さ
れ
ま
し
た

報
告
事
項
1
件
を

含
む
6
議
案
に
つ

い
て
慎
重
審
議
さ

れ
、
全
議
案
原
案

ど
お
り
承
認
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　令和7年11月5日に、国営農業水利事業東北協議
会（東北6県国営事業に関係する土地改良区で構
成し、当改良区理事長が本年副会長）で、「令和8
年度の農業農村整備事業に係る十分な当初予算の
確保」、「農業農村整備事業を計画的に実施するた
めの地元負担の軽減」及び、「農業競争力強化基
盤整備事業等の国営附帯関連事業の推進」につい
て要請活動を行いました。
　当日は農林水産省松本農村振興局長、石川整備
部長と面談し当改良区の現状と早期の国営事業採
択、山形県の国営施設の状況について意見交換を
しました。
　また、財務省宮下主計官との面談では、農業農
村整備事業予算の確保について要請し、面談後農
林水産省政務三役及び幹部職員に提案書を手渡し
てお願いしてきました。
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決算関係書類の公表
土地改良法第29条の2第4項並びに土地改良法施行規則第25条の4第1項の規定により、決算書類を公表しております。

　年2回の定例監査の他、臨時監査、農林水産省又は山形県による土地改良区検査が実施され、事業並びに土地
改良区運営の全般にわたり検査、監査が行われ、土地改良区の健全な運営が図られるようになっております。

収入 支出

収入 支出

土地改良事業費支出
84,741,713円
(26.4%)

土地改良事業費支出
84,741,713円
(26.4%)

一般管理費支出
63,773,286円
(19.9%)

一般管理費支出
63,773,286円
(19.9%)

土地改良事業
負担金支出
28,086,004円
(8.8%)

土地改良事業
負担金支出
28,086,004円
(8.8%)

借入金返済支出
21,620,000円
(6.7%)

借入金返済支出
21,620,000円
(6.7%)

経常賦課金収入
159,884,784円
(39.1%)

土地改良事業収入
32,621,500円
(26.2%)

土地改良事業収入
32,621,500円
(26.2%)

土地改良事業費支出
55,597,217円
(54.4%)

土地改良事業費支出
55,597,217円
(54.4%)

一般管理費支出
2,429,747円
(2.4%)

一般管理費支出
2,429,747円
(2.4%)

土地改良事業
負担金支出
750,000円
(0.7%)

土地改良事業
負担金支出
750,000円
(0.7%)

特定資産積立支出 
16,540,000円
(16.2%)

特定資産積立支出 
16,540,000円
(16.2%)

他会計繰出額
26,925,000円
(26.3%)

他会計繰出額
26,925,000円
(26.3%)

補助金等収入
10,088,000円
(8.1%)

補助金等収入
10,088,000円
(8.1%)

受託料収入
33,690,800円
(27.0%)

受託料収入
33,690,800円
(27.0%)

特定資産取崩収入
750,000円
(0.6%)

特定資産取崩収入
750,000円
(0.6%)

他会計繰入金
26,476,700円
(21.3%)

他会計繰入金
26,476,700円
(21.3%)

繰越金
20,803,186円
(16.7%)

繰越金
20,803,186円
(16.7%)

特定資産運用収入・その他
182,272円
(0.1%)

特定資産運用収入・その他
182,272円
(0.1%)

特別賦課金収入
2,791,053円
(0.7%)

特別賦課金収入
2,791,053円
(0.7%)

附帯事業収入
2,140,557円
(0.5%)

附帯事業収入
2,140,557円
(0.5%)

補助金等収入
11,208,550円
(2.7%)

補助金等収入
11,208,550円
(2.7%)

基本財産･
特定資産取崩収入
46,605,435円
(11.4%)

基本財産･
特定資産取崩収入
46,605,435円
(11.4%)

他会計繰入金
26,925,000円
(6.6%)

他会計繰入金
26,925,000円
(6.6%)

繰越金
154,354,302円
(37.8%)

繰越金
154,354,302円
(37.8%)

受託料収入･その他
4,688,771円
(1.2%)

受託料収入･その他
4,688,771円
(1.2%)

☆最上川下流右岸地区共同管理事業特別会計
　　収入決算額　124,612,458円   
　　支出決算額　102,241,964円   
　　差引額　　　　22,370,494円は令和7年度へ繰越す   

☆一般会計
　　収入決算額　408,598,452円   
　　支出決算額　320,716,636円   
　　差引額　　　  87,881,816円は令和7年度へ繰越す   

令和6年度収支決算状況

固定資産
取得支出
263,230円
(0.1%)

基本財産･
特定資産積立支出
95,755,703円
(29.8%)

他会計繰出額
26,476,700円
(8.3%)
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令和6年度　貸借対照表総括表

財　産　目　録

［令和7年3月31日現在］� （単位：円）

［令和7年3月31日現在］� （単位：円）

科　　　目 一般会計 最上川下流右岸地区
共同管理事業特別会計 合　　　計

Ⅰ 資 産 の 部
　1 流 動 資 産
　　⑴現 金 及 び 預 金 79,423,623 14,181,756 93,605,379 
　　⑵短 期 未 収 金 13,209,788 13,724,140 26,933,928 
　　⑶貯 蔵 品 16,152 3,820 19,972 
　　 流 動 資 産 合 計 92,649,563   27,909,716 120,559,279  
　2 固 定 資 産
　　⑴基 本 財 産 236,415,689 0 236,415,689 
　　⑵特 定 資 産 1,426,282,879 189,295,642 1,615,578,521 
　　⑶そ の 他 固 定 資 産 8,766,543 100,109 8,866,652 
　　 固 定 資 産 合 計 1,671,465,111 189,395,751 1,860,860,862 
　3 繰 延 資 産 0 0 0 
　　 繰 延 資 産 合 計 0 0 0 

資 産 合 計 1,764,114,674 217,305,467 1,981,420,141 
Ⅱ 負 債 の 部
　1 流 動 負 債
　　 未 払 金 4,650,567 4,859,263 9,509,830 
　　 預 り 金 43,767 0 43,767 
　　 賞 与 引 当 金 2,332,206 0 2,332,206 
　　 未 払 消 費 税 等 57,261 676,139 733,400 
　　 流 動 負 債 合 計 7,083,801 5,535,402 12,619,203 
　2 固 定 負 債  
　　 退 職 給 付 引 当 金 30,444,204 0 30,444,204 
　　 役 員 退 任 慰 労 引 当 金 3,099,500 0 3,099,500 
　　 固 定 負 債 合 計 33,543,704 0 33,543,704 

負 債 合 計 40,627,505 5,535,402 46,162,907 
Ⅲ 正 味 財 産 の 部
　1 指 定 正 味 財 産 997,050,493 1,643,900 998,694,393 
　2 一 般 正 味 財 産 726,436,676 210,126,165 936,562,841 

正　味　財　産　合　計 1,723,487,169 211,770,065 1,935,257,234 
負債及び正味財産合計 1,764,114,674 217,305,467 1,981,420,141 

科　　　目 金　　　額 科　　　目 金　　　額
Ⅰ 資 産 の 部 Ⅱ 負 債 の 部
　1 流 動 資 産 　1 流 動 負 債
　　 現 金 及 び 預 金 93,605,379 　　 未 払 金 9,509,830 
　　 短 期 未 収 金 26,933,928 　　 預 り 金 43,767 
　　 貯 蔵 品 19,972 　　 賞 与 引 当 金 2,332,206 

流 動 資 産 合 計 120,559,279 　　 未 払 消 費 税 等 733,400 
　2 固 定 資 産 流 動 負 債 合 計 12,619,203 
　　⑴基 本 財 産 　2 固 定 負 債
　　　 山林、宅地及びその従物 13,488,753 　　 退 職 給 付 引 当 金 30,444,204 
　　　 土地改良事業積立金 222,926,936 　　 役 員 退 任 慰 労 引 当 金 3,099,500 
　　　 基 本 財 産 合 計 236,415,689 固 定 負 債 合 計 33,543,704 
　　⑵特 定 資 産 負 債 合 計 46,162,907 
　　　 所 有 土 地 改 良 施 設 1,126,371,485 Ⅲ 正 味 財 産 の 部
　　　 土地改良施設用地等 5,525,289 　1 指 定 正 味 財 産 998,694,393 
　　　 受託土地改良施設使用収益権 83,190,546 　2 一 般 正 味 財 産 936,562,841 
　　　 積 立 金 400,491,201 正　味　財　産　合　計 1,935,257,234 
　　　 特 定 資 産 合 計 1,615,578,521 負債及び正味財産合計 1,981,420,141 
　　⑶そ の 他 固 定 資 産
　　　 土 地 　 ・ 建 物 1,800,011 
　　　 備 品 4,017,304 
　　　 車 両 運 搬 具 855,837 
　　　 適 正 化 事 業 拠 出 金 840,000 
　　　 出 資 金 1,353,500 
　　　 その他固定資産合計 8,866,652 

固 定 資 産 合 計 1,860,860,862 
資 産 合 計 1,981,420,141 

　令和7年7月17日開催の定例監査において、下記のと
おり監査報告がなされました。

監　査　報　告　書
　本土地改良区監査規程第13条に基づき、令和6年度
決算関係書類について監査した結果、良好と認められ
るので定款第22条の規定により報告する。
　　　　　　　　　　　　総括監事　　佐 藤 孝 喜
　　　　　　　　　　　　監　　事　　白 石 俊 彦
　　　　　　　　　　　　監　　事　　伊藤　　稔
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令和7年 大町溝土地改良区賦課金 是認額一覧表

是認額一覧表は確定申告時に必要となります。是認額一覧表は確定申告時に必要となります。

重 要

区　分 工　区　等 10a当り賦課金（円） 是認割合 是認額（円）

経常賦課金   5,500 100% 5,500

県営土地改良事業

中平田南地区 田 ※令和6年度で償還が完了のため是認額は該当なし

　同 畑 ※令和6年度で償還が完了のため是認額は該当なし

　同（H19繰上償還分） 田 9,060 100% 9,060

　同（H19繰上償還分） 畑 5,436 100% 5,436

中平田南第一地区 田 800 100% 800

賦課金の口座振替領収書発行の廃止について

賦課金を口座振替の方法で納付して頂いている組合員の皆様には、
令和6年度より領収書の発行を廃止しております。

　確定申告の際には、毎年4月に送付しております賦課金通知書と通帳を照合して
納付したことを確認できるため、問題はございません。
　経費削減の一環として取り組ませて頂くものですので、何卒、ご理解のほどよろ
しくお願いいたします。
　なお、ご事情により領収書が必要な場合は、会計課（☎52-2350）までお問
い合わせ下さい。



（発注者：山形県）
柳沢地区　農村地域防災減災事業（ため池整備事業）　工期：Ｈ27～R7（H30 工事着工）
　事業内容：柳沢ため池堤体工、洪水吐工、取水施設等の改修、危険ため池の廃止
　今年度の工事内容 ：法面保護工、湛水試験

茨野地区　農村地域防災減災事業 （用排水施設等整備事業）　工期：R2～R8（R3 工事着工）
　事業内容：茨野排水機場、茨野補助排水機場主ポンプ、付帯機器類・補機類の更新及び改修
　　　　　　除塵施設新設、吐出水槽改修、耐震補強、建屋補修、茨野排水路導水路改修工
　今年度の工事内容：茨野補助排水機場ポンプ整備一式、排水路改修一式

泉谷地地区　農村地域防災減災事業（調査計画）ため池事業計画策定業務委託　工期：R7
　業務内容：ため池事業計画策定

山谷地区　農村地域防災減災事業（調査計画）ため池事業計画策定業務委託　工期：R7
　業務内容：ため池事業計画策定

中平田南第一地区　水利施設等保全高度化事業 （農地集積促進型）　工期：R6～R13（R7 工事着工）
　事業内容：排水路の管路化、地下かんがい工（暗渠排水）、整地工（畦畔撤去による大区画化）
　今年度の工事内容：整地工 18.1ha、管排水路工 762.4ｍ、地下かんがい工 18.1ha

最上川下流右岸地区　水利施設等整備事業（基幹水利施設保全型）　工期：R7～R11
　事業内容：上堰第一揚水機場整備補修（電気設備の更新、建屋の整備補修等）
　　　　　　水管理システムの更新
　今年度の業務内容：実施設計

（発注者：酒田市）
農地・農業用施設災害復旧事業横根山揚水機場設備応急復旧工事　工期：R7
　事業内容：仮設ポンプ取付一式、電気設備更新一式

農地・農業用施設災害復旧事業横根山揚水機場設備災害復旧工事　工期：R7
　事業内容：ポンプ設備復旧工一式、電気設備復旧工一式、総合試運転一式
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現 在 実 施 し て い る 事 業

【工事実施の地区】

工事等でご迷惑をお掛けしておりますが、ご協力下さい。
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 ☞ 学校やコミュニティ振興会及び自治会研修活動の場として活用下さい。
★問い合わせ　大町溝土地改良区 総務課 庶務係まで ☎52-2350

令和7年度　見学・校外活動等の様子　

◦農業体験学習
　酒田市立松原小学校5年生　 田植え（5.28）　稲刈り（9.26）

　酒田市立南平田小学校5年生　 田植え（5.19）　稲刈り（10.2）

　酒田市立亀ケ崎小学校5年生　 田植え（5.28）　稲刈り（9.26）
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◦校外学習　事務所・資料館見学
　酒田市立平田小学校3年生　（6.17）

　酒田市立南平田小学校5年生　（9.4）

◦小牧川に関する総合的な学習
　酒田市松原小学校4年生　（6月、9月に4回実施)
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☆区有財産の状況

◎有価証券
　　出資金

 1,353,500円

◎土地(宅地)
　　3,818.02㎡

◎土地(山林等)
　392,638.16㎡

◎土地改良施設
　21,179.24㎡

◎建物(面積)
　840.75㎡

◎バイク・スクーター
　　　　　3台

 ◎トラクター
3台

　当地区は、酒田市の南西部に位置
し一級河川最上川の右岸に広がる水
田地帯であります。昭和63年から平
成7年にかけて実施された県営ほ場
整備事業により30a区画に整備され
ておりますが、農業機械の大型化に
より農作業の効率が悪く、排水路は
草刈りや泥上げの維持管理に多大な
労力を要しており、担い手への農地
の集積集約化を図る上で阻害要因と
なっていることから、山形県が事業

　昨年の農業用水は7月の高温少雨に伴う水不足が懸念されましたが、配水委員皆様のご尽力と組合員
皆様のご協力により、無事に9月15日通水を終了する事ができましたことに感謝申し上げます。また、
渇水対策で実施した各地域での番水、発電機を使用した排水の反復利用仮設水中ポンプによる用水対応
を行い、大きな渇水被害もなく末端まで通水することができましたことに重ねて御礼申し上げます。
　電気料金高騰のなか、揚水機の運転停止についても組合員皆様のご理解とご協力により、点検整備の
充実と節電による維持管理の向上につなげることができました。今年も引き続きご理解ご協力をお願い
します。
　本格的な通水シーズンを前に、安定した農業用水の供給と円滑な営農活動のためには、水路の泥上げ
や除草作業が不可欠です。春の通水前に水路内の草や土砂揚げ等の浚渫作業の実施についてご協力をお
願いします。

農業用水通水完了の御礼並びに通水前の水路清掃のお願い

令和7年度工事概要図

中平田南第一地区 水利施設等保全高度化事業の工事状況について

主体となり令和6年度に水利施設等保全高度化事業（受
益面積67.8ha）により実施設計を行い、令和7年の秋
からほ場での工事を実施しております。
　第1工区として酒田市大町地内の整地工（畦畔撤去
による大区画化）、地下かんがい工、管排水路工を行
っており、令和13年度事業完了を目指し工事を進めて
おります。
　工事期間中、関係集落の皆様にはご不便をおかけい
たしますが、今後の営農に支障が出ないよう工事を進め
てまいりますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

お 知 ら せお 知 ら せ

工事状況


